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では、Fe�II�溶液を用いてその酸化反応を伴う砒酸鉄形成反応プロセスにより、高結晶性を有し且
つ平均粒径 10～20μm程度の粒子を得る[1,2]。scoroditeは塩基性 pH領域で高い溶解度を示す一方、
溶出した Fe�III�はこの pH領域で酸化物として析出するので、1M NaOH水溶液中に原料粒子を投
入し反応させることにより、溶解・再析出を通じて酸化鉄を得る。こうして作製された多孔質酸
化鉄粒子形態を図 1に示す。得られた多孔質酸化鉄粒子は、原料である scorodite粒子の外形を保
持しつつ数百 nm 程度の酸化鉄ナノ粒子集合体が充填された構造をもっていることがわかる。出
発原料および最終生成物 �Fe

2
O

3
を想定�の密度から計算した空隙率は、実に 70 %を超える。 

多孔質酸化鉄粒子試料に対して、大気中 200および 250℃環境下で熱処理を施し、as-synthesized

試料と局所構造を比較するため Fe K吸収端における XAFS測定を透過モードで実施する。また、
多孔質酸化鉄粒子を 100 ppm As水溶液に投入し、砒酸イオンを吸着させた。溶液は、pH 2, 5お
よび 8と異なる条件のものを用意した。各溶液での As

吸着量は、多孔質酸化鉄粒子 1 gあたりそれぞれ 86, 39

および 25 mgであった。吸着液から回収後乾燥した試
料に対して、As K吸収端における XAFS測定を実施し、
As 周囲の局所構造を調べて砒酸イオンの粒子表面で
の吸着形態を考察するための情報を得る。試料粒子に
含まれる As 量は、透過モードでの測定が可能なレベ
ルであるが、大量に存在する Feの吸収による試料全体
の吸収係数を考慮し、また数十 μm の粒子をなるべく
粉砕により破壊したくないなどの理由から、多素子
SSDを用いたAs K蛍光収量モードを採用することとした。 
本実験では、比較のためオキシ水酸化鉄 

lepidocrocite,γ-FeOOHを大気中 250℃で熱処理するこ
とにより得られる酸化鉄 maghemite, γ-Fe

2
O

3
を用意

し、その粒子試料および多孔質酸化鉄粒子の場合と同
様の条件下で砒素を吸着させた試料に対してXAFS測
定を実施した。 

 

結果および考察： 

多孔質酸化鉄粒子中の局所構造を調べるため測定し
た、Fe K吸収端における XANESおよび EXAFSスペ

 

図 2．多孔質酸化鉄粒子の Fe K XANESと

その熱処理による変化. 

  

図 3．多孔質酸化鉄粒子の EXAFSスペクトルとその Fourier変換. 
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